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（学位論文のタイトル） 
  N-glycosylation modulates filopodia-like protrusions induced by sez-6 through  

























	 まず野生型 sez-6 とΔSC1-11 変異体を神経芽細胞腫 Neuro2a に遺伝子導入して発現させた後、細胞よ
り抽出したタンパク質を糖鎖分解酵素で処理した。野生型 sez-6は western blot法では分子量 190kDaと
160kDaの二本のバンドで検出される。酵素処理後の野生型 sez-6では 190 kDaと 160 kDaのいずれのバ
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（学位論文の要旨つづき	 2/2）2,000字程度、A4判 
	 次に作製した sez-6 変異体と野生型 sez-6 を Neuro2a に遺伝子導し、細胞局在を western blot 法と
Immunocytochemistry法を用いて解析した。その結果、細胞膜画分では野生型 sez-6の 160 kDaに相当す
るバンドはすべての変異体で野生型よりも分子量が減少しており、いずれのクラスターも N-型糖鎖の修
飾を受けていることが確認された。一方野生型 190 kDa に相当するバンドは SC4-7、ΔSC1-3、ΔSC4-7
とΔSC8-11 では分子量の減少をともなって検出されたが、SC1-3、SC8-11 とΔSC1-11 では検出されなか
った。興味深いことに 190 kDaに相当するバンドが確認された変異体は培養上清中にも検出され、分泌
されていることが示唆された。さらに各 sez-6変異体を Immunocytochemistry法で検出したところ、野生




ΔSC4-7とΔSC8-11と野生型 sez-6、細胞膜移行性 GFP (GFPf)のそれぞれを Neuro2aに発現させた。細胞
体から生じる突起のうち、太さが 1.5 µmより太いものを神経突起、1.5 µm以下の突起をフィロポディ
ア様突起と定義して解析した。野生型 sez-6を発現させた細胞はコントロールの GFPfを発現させた細胞
と同程度の数の神経突起が見られたが、ΔSC1-3 とΔSC4-7 を発現する細胞では神経突起数の減少が見






Table 1 Sez-6 変異体の表現型のまとめ 
